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市議会だより
ふくしま

 今回の主な内容 
●ここが聞きたい一般質問��２
●常任委員会審査内容����５
●議案等の審議結果�����６
●�議会基本条例の取り組み状況を
検証・タブレット端末を用いた
議案審議を開始・新庁舎西棟�
建設調査特別委員長報告��７

12月定例会議を開きました＜11月30日～12月15日（16日間）＞

11月 30日　開会
本会議・委員会

・��市長から議案24件、
　報告１件を提出後、
　提案理由を説明
・�先議議案の審議、
　常任委員会審査、
　採決

12月 15日　閉会
本　会　議

各常任委員長から審
査の経過と結果の報
告後、討論、採決
（期間中追加議案９件）

12 月４日〜９日
本会議（一般質問）
16人の議員が登壇し、
議案や市政の諸課題
に関して質疑、応答

２〜４ページ

12月10日〜11日
常任委員会

議案や請願を審査

５ページ ６ページ

タイトル写真

議会トピックス

12月定例会議
11月30日に開会、初日に議案を先議

　早急に議決を要する議案の審議のため、定例日を
12月１日から11月30日に変更して開会。
　初日に議員や市長などの特別職、職員の期末手当を
0.05月分引き下げる条例改正案を審議しました。

議場での議案審議の様子

10月20日緊急会議開催
　今年度４回目の緊急会議を開催、補正予算案を
審議、可決しました。

 主な内容 
●新型コロナウイルス感染症緊急支援策
　冬季に向けた医療体制の充実
　中心市街地へのテナント進出支援 など
●福島駅前にぎわい創出事業
　（旧中合福島店利活用事業）
●防災情報配信システム整備

令和２年秋季
議会報告会・意見交換会開催

　11月10日、11日、13日、14日の４日間、市内
４か所（吾妻・飯野・三河台学習センターおよび
信陵支所）で開催、37名の市民の皆さまに参
加いただきました。　※詳しくは８ページへ
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■
行
財
政選

挙
の
投
票
率
の
向
上

石い
し
や
ま山　

波な
み
え恵

■■Ｑ　
投
票
率
の
向
上
の
た
め
、
期
日
前

投
票
時
に
多
様
な
投
票
所
を
設
置
す

る
こ
と
が
有
効
と
考
え
る
が
見
解
は
。

■■Ａ　
他
自
治
体
で
は
、
投
票
所
統
合
の

代
替
策
と
し
て
、
廃
止
さ
れ
た
投
票

所
区
域
を
ワ
ゴ
ン
車
な
ど
の
車
両
で
巡
回

す
る
移
動
式
期
日
前
投
票
所
や
多
く
の
人

が
集
ま
り
や
す
い
商
業
施
設
に
期
日
前
投

票
所
を
設
置
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
事
例

が
あ
る
。

　
期
日
前
投
票
の
環
境
の
充
実
は
、
有
権

者
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
が
、
投
票
所
の
増
設
に
つ
い

て
は
、
二
重
投
票
防
止
の

シ
ス
テ
ム
構
築
や
職
員
の

対
応
に
加
え
、
継
続
的
な

投
票
所
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

な
ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
検
討
す
る
。財

政
運
営
の
基
本
方
針

萩は
ぎ
は
ら原　
太た
ろ
う郎

■■Ｑ　
福
島
駅
東
口
再
開
発
に
伴
う
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
の
設
置
な
ど
、

大
型
の
施
設
整
備
事
業
を
控
え
て
い
る
が
、

支
出
削
減
の
取
り
組
み
を
含
め
た
財
政
運

営
の
基
本
方
針
は
。

■■Ａ　
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
測
さ
れ
る
。

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
必
要

性
や
投
資
効
果
な
ど
を
検
証
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
や
創
意
工
夫
に
よ
り
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
検
討
、

事
務
改
善
な
ど
に
よ
る
不
断
の
行
政
経
費

の
節
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
施
策
評

価
に
よ
る
事
業
の
厳
選
に
よ
り
事
業
費
の

削
減
や
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

　
今
後
も
歳
入
増
加
や
経
費
の
縮
減
に
つ

な
が
る
よ
う
な

支
出
の
展
開
に

よ
り
中
長
期
的

な
視
点
に
立
っ

た
健
全
な
財
政

運
営
を
目
指
す
。

■
く
ら
し
・
安
全

令
和
元
年
台
風
19
号
被
害
を

踏
ま
え
た
今
後
の
対
策

石い
し
は
ら原　
洋よ
う
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎

■■Ｑ　
令
和
元
年
台
風
19
号
の
被
害
を
踏

ま
え
、
総
合
的
な
対
策
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
く
の
か
。

■■Ａ　
減
災
、
水
防
対
策
と
し
て
、
市
民

へ
の
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報
伝
達
な

ど
の
条
件
整
備
を
進
め
て
い
る
。
土
地
利

用
対
策
と
し
て
、
農
用
地
や
森
林
の
整
備

な
ど
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
る
防
災
機
能

の
向
上
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。
治
水
対

策
と
し
て
、
迅
速
な
内
水
排
除
に
必
要
な

施
設
整
備
と
維
持
管
理
体
制
の
強
化
に
努

め
る
。
流
域
対
策
と
し
て
、
公
共
施
設
や

民
間
施
設
へ
貯
留
施
設
と
浸
透
施
設
の
設

置
を
推
進
す
る
。

　
こ
れ
ら
総
合
的
な
取
り

組
み
を
着
実
に
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
水
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

■
産
業
・
経
済

福
島
市
の
農
業
の

現
状
と
対
応
策

佐さ

さ

き
々
木　
優ゆ
う

■■Ｑ　
コ
ロ
ナ
禍
で
外
食
需
要
が
激
減
、

米
の
過
剰
在
庫
が
増
え
、
今
年
度
産

の
米
価
が
下
落
し
て
い
る
。
備
蓄
米
の
買

い
入
れ
増
や
供
給
す
る
仕
組
み
づ
く
り
、

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
復
活
な
ど
の
対
策

を
国
や
県
へ
求
め
、
農
業
者
を
支
援
す
る

べ
き
だ
が
見
解
は
。

■■Ａ
　
米
生
産
農
家
の
経
営
安
定
の
た
め

国
や
県
と
連
携
し
、
飼
料
用
米
を
は

じ
め
と
し
た
非
主
食
用
米
や
野
菜
な
ど
へ

の
作
付
け
転
換
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

今
般
の
米
の
需
給
緩
和
が
懸
念
さ
れ
る
状

況
下
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
支
援
制
度
の

拡
充
が
必
要
で
あ
り
、
米
の
消
費
拡
大
の

側
面
か
ら
の
支
援
や

制
度
設
計
、
予
算
措

置
を
含
め
、
引
き
続

き
国
や
県
と
連
携
し
、

生
産
者
支
援
に
努
め

る
。

に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
影
響

山や
ま
だ田　

裕ゆ
た
か

■■Ｑ　
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
打
撃
と
な
り
か
ね
な
い
伊
達

市
へ
の
大
型
商
業
施
設
の
出
店
に
は
、
今

か
ら
で
も
反
対
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

■■Ａ　
大
型
店
の
出
店
に
は
、
法
令
的
規

制
に
限
界
が
あ
る
。

　
見
直
し
を
求
め
続
け
た
場
合
、
さ
ら
に

影
響
の
大
き
い
計
画
に
戻
る
こ
と
を
危
惧

す
る
。
今
後
は
、
本
市
の
要
請
に
一
定
の

配
慮
が
な
さ
れ
た
現
計
画
が
進
ん
で
い
く

見
通
し
に
立
ち
、
事
業
者
は
も
と
よ
り
、

伊
達
市
な
ど
福
島
圏
域
の
市
町
村
と
連
携

を
強
め
、
協
力
関
係

を
築
い
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
さ

ら
な
る
大
き
な
見
直

し
を
求
め
る
こ
と
は

し
な
い
。

�
一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一般質問とは？
　議員が、市民の
皆さまの生活にか
かわる身近な市政
の課題に対して質
問を行います。
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古
関
裕
而
の
ま
ち
ふ
く
し
ま

の
取
り
組
み
推
進

小お

の野　
京き
ょ
う
こ子

■■Ｑ　
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
エ
ー
ル
」
の

放
送
終
了
後
も
古
関
氏
ゆ
か
り
の
地

や
ロ
ケ
地
を
生
か
し
た
観
光
、
ロ
ケ
誘
致

な
ど
を
進
め
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

■■Ａ　
「
エ
ー
ル
」
放
送
を
機
に
、
古
関

裕
而
氏
ゆ
か
り
の
地
や
ド
ラ
マ
ロ
ケ

地
は
、
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。
名
場
面
や
関
連
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
す
る
マ
ッ
プ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
市
内
回
遊
の
仕
掛
け
を
作
る
。
朝
ド

ラ
の
舞
台
と
な
る
都
市
と
の
連
携
に
よ
る

観
光
客
の
誘
致
を
図
る
。
ま
た
、
官
民
一

体
の
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
体
制
の
整
備

と
ロ
ケ
地
情
報
の
発
信
に
加
え
、
ロ
ケ
誘

致
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
な
ど
を
行
い
、
ロ

ケ
を
す
る
な
ら
福
島

市
と
呼
ば
れ
る
取
り

組
み
を
行
う
。

■
環
境
・
ご
み

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
支
援
策

後ご
と
う藤　
善ぜ
ん
じ次

■■Ｑ　
国
で
は
鳥
獣
捕
獲
策
を
強
化
し
、

重
点
エ
リ
ア
で
対
策
に
取
り
組
む
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
支
援
策
の
内
容
は
。

■■Ａ　
国
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
被
害
防

止
に
重
要
な
地
域
な
ど
を
捕
獲
強
化

エ
リ
ア
に
設
定
し
、
捕
獲
範
囲
の
拡
大
や

出
猟
頻
度
の
増
加
、
わ
な
の
増
設
、
広
域

的
な
連
携
に
よ
る
捕
獲
、
新
し
い
人
材
の

育
成
や
確
保
な
ど
の
必
要
な
活
動
に
対
し

予
算
を
措
置
す
る
。

　
本
市
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
強
化
エ
リ

ア
に
指
定
さ
れ
、
国

の
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
交
付
金
事
業
で
イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
活
動

費
が
追
加
配
分
さ
れ

た
。

ご
み
減
量
化
の

取
り
組
み
の
対
策
と
効
果

阿あ

べ部　
亨と
お
る

■■Ｑ　
ご
み
有
料
化
導
入
前
に
、
あ
ら
ゆ

る
減
量
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
行

う
と
し
て
い
た
が
、
実
際
に
取
り
組
ん
だ

対
策
と
効
果
は
。

■■Ａ　
ご
み
分
別
方
法
な
ど
の
情
報
発
信

ツ
ー
ル
と
し
て
、
平
成
31
年
１
月
よ

り
ご
み
分
別
ア
プ
リ
「
さ
ん
あ
ー
る
」
を

活
用
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
は
、
地
区
座
談
会
や
出
前
講
座

な
ど
を
実
施
し
、
ご
み
減
量
化
や
資
源
化

の
意
識
啓
発
を
図
っ
た
。

　
今
年
度
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
類

の
分
別
徹
底
と
出
し
方
の
追
加
変
更
、
環

境
フ
ェ
ス
タ
な
ど
で
の
生
ご
み
処
理
容
器

実
物
展
示
に
よ
り
、
生
ご
み
処
理
容
器
購

入
費
助
成
制
度
の
申
請
件
数
が
前
年
度
同

期
比
44
％
増
、
７
月
か
ら
は
、
使
用
済
は

が
き
回
収
事
業
も
も
り
ん
エ
コ
ポ
ス
ト
を

開
始
し
た
。

　

こ
れ
ら
施
策
を
通
じ
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が

一
体
と
な
り
、
ご
み
減
量

化
を
推
進
す
る
。

ム
ク
ド
リ
な
ど
の

被
害
の
調
査
と
状
況

宍し
し
ど戸　
一か
ず
て
る照

■■Ｑ　
西
部
・
北
部
の
果
樹
地
帯
で
、
ム

ク
ド
リ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
カ
ラ
ス
な
ど

の
食
害
や
ふ
ん
被
害
が
増
加
し
て
い
る
が
、

そ
の
被
害
の
調
査
と
状
況
は
。

■■Ａ　
鳥
類
の
食
害
な
ど
は
、
各
地
区
の

農
振
会
長
の
協
力
を
得
て
被
害
状
況

を
把
握
し
て
い
る
。
令
和
元
年
は
、
荒
井

を
中
心
と
し
た
西
部
地
区
で
被
害
面
積
約

１
ha
、
被
害
額
約
20
万
円
、
瀬
上
や
余
目

を
中
心
と
し
た
北
部
地
区
で
被
害
面
積
約

30
ha
、
被
害
額
約
２
５
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
本
年
度
は
、
年
末
ま
で
に
実
施
予

定
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
調
査

に
よ
り
全
体
的
な
被
害
状

況
を
把
握
し
、
被
害
対
策

に
努
め
る
。

■
福
祉
・
健
康

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
抑
止
対
策

村む
ら
や
ま山　
国く
に
こ子

■■Ｑ　
感
染
拡
大
抑
止
の
た
め
に
は
、
症

状
の
あ
る
患
者
へ
の
速
や
か
な
検
査

が
重
要
だ
が
見
解
は
。

■■Ａ　
症
状
の
あ
る
患
者
が
早
期
に
受
診

し
、
速
や
か
に
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
た
め
、
医
療
機
関
へ
の
通

知
や
市
民
へ
の
チ
ラ
シ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
市
政
だ
よ

り
な
ど
に
よ
る

周
知
啓
発
を
継

続
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

介
護
予
防
へ
の
影
響

梅う
め
つ津　
一か
ず
ま
さ匡

■■Ｑ　
介
護
予
防
へ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
及
ぼ
す
影
響
と
課
題
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

■■Ａ　
令
和
２
年
６
月
に
、
い
き
い
き
も

も
り
ん
体
操
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
、
回
答
者
１
，
１
２
０
人
中
、

５
５
３
人
が
口
腔
機
能
や
運
動
機
能
、
認

知
機
能
の
低
下
や
う
つ
状
態
な
ど
の
傾
向

に
あ
っ
た
こ
と
を
把
握
し
た
。
こ
れ
は
、

活
動
が
休
止
と
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、

各
団
体
に
対
し
、
感

染
拡
大
防
止
の
取
り

組
み
の
好
事
例
を
紹

介
す
る
な
ど
、
活
動

再
開
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
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ひ
き
こ
も
り
支
援
施
策

二に
か
い
ど
う

階
堂　
武た

け
ふ
み文

■■Ｑ　
問
題
を
抱
え
る
市
民
目
線
に
立
ち
、

相
談
し
や
す
い
窓
口
の
一
本
化
を
検

討
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

■■Ａ　
福
島
市
地
域
福
祉
計
画
２
０
２
１

の
重
点
事
業
と
し
て
、
包
括
的
な
相

談
・
支
援
体
制
の
充
実
を
位
置
づ
け
、
介

護
や
障
が
い
、
子
ど
も
、
生
活
困
窮
な
ど

の
個
別
の
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
丸
ご

と
相
談
・
支
援
で
き
る
包
括
的
な
支
援
体

制
の
整
備
な
ど
に
新
た

に
取
り
組
む
予
定
で
あ

る
。

　
窓
口
の
一
本
化
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
度

に
国
の
モ
デ
ル
事
業
を

活
用
し
実
施
す
る
準
備

を
進
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

女
性
へ
の
配
慮

佐さ
は
ら原　
真ま

き紀

■■Ｑ　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発

生
以
降
の
令
和
２
年
４
月
か
ら
９
月

ま
で
の
半
年
間
と
前
年
度
同
期
間
に
お
け

る
子
ど
も
を
守
る
・
女
性
を
守
る
相
談
窓

口
へ
の
女
性
か
ら
の
相
談
件
数
と
主
な
相

談
内
容
は
。

■■Ａ　
女
性
か
ら
の
相
談
件
数
は
、
令
和

２
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
３
２
２

件
、
令
和
元
年
同
期

間
で
は
２
３
２
件
。

主
な
内
容
は
、
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
や
離

婚
相
談
な
ど
家
庭
生

活
に
お
け
る
相
談
で

あ
る
。

■
ま
ち
づ
く
り

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
と

も
も
り
ん
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

小お
ぐ
ま熊　

省し
ょ
う
ぞ
う三

■■Ｑ　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
が
前
提
の

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
は
、
こ
れ
ま
で
利

用
で
き
た
方
が
利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
。
誰
で
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

■■Ａ　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
３
密
を
回
避
で
き
、
無
人

の
貸
し
出
し
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ
ス
ク

を
低
減
す
る
と
と
も
に
、
24
時
間
利
用
や

貸
し
出
し
、
返
却
の
場
所
の
大
幅
増
な
ど

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
今

後
、
全
面
的
に
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
へ
移
行

す
る
方
針
だ
が
、

経
過
措
置
期
間
、

も
も
り
ん
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
の
一
部

を
残
す
こ
と
を
検

討
す
る
。

福
島
駅
前
通
り
な
ど
へ
の

Wi-

Fi
環
境
の
整
備 

斎さ
い
と
う藤　

正ま
さ
お
み臣

■■Ｑ　
利
用
者
行
動
の
可
視
化
を
見
据
え
、

福
島
駅
前
通
り
や
中
心
市
街
地
の
イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
海
外
観
光
客
も
多
く

訪
れ
る
花
見
山
周
辺
地
域
に
Wi-

Fi
環
境

を
整
備
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

■■Ａ　
花
見
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

駐
車
場
へ
Wi-

Fi
環
境
を
整
備
し
、

福
島
駅
東
西
の
駅
前
広
場
へ
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
受
入
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
屋
外
型

の
高
機
能
Wi-

Fi
環
境
を
整
備
し
た
。

　
近
年
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
利
用
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
大
容

量
の
デ
ー
タ
通
信
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

観
光
客
の
利
便
性
の
向
上
に
限
ら
ず
、
市

民
へ
の
災
害
情
報
伝
達
手
段
の
確
保
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
活
用
に
も

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

Wi-

Fi
サ
ー
ビ
ス
提
供
エ

リ
ア
の
拡
大
や
高
機
能

Wi-

Fi
へ
の
機
器
更
新
の

検
討
を
行
う
。

■
教
育
・
文
化

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

 

市
民
体
育
祭
の
運
営
方
針

大お
お
ひ
ら平　
洋ひ
ろ
と人

■■Ｑ　
地
域
住
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

世
代
を
超
え
て
地
域
交
流
を
図
れ
る

場
と
し
て
重
要
な
市
民
体
育
祭
の
来
年
度

以
降
の
運
営
方
針
は
。

■■Ａ　
今
年
度
は
、
各
競
技
団
体
が
策
定

し
た
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
示
さ
れ
た
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
が
可

能
と
判
断
し
た
競
技
種
目
の
み
行
う
こ
と

と
し
、
全
41
競
技
中
、
22
競
技
の
み
を
実

施
し
た
。

　
ま
た
、
実
施
競
技
数
が
減
少
し
た
た
め
、

例
年
行
っ
て
き
た
総
合
成
績
を
競
う
地
区

対
抗
戦
の
実
施
は
見
送
っ
た
。

　
来
年
度
は
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

地
区
対
抗
戦
を
復
活
さ
せ
た
い
と
考
え
て

お
り
、
各
競
技
団
体
や
地
区
体
育
協
会
な

ど
と
連
携
を
密
に
し
、
競
技

会
場
の
分
散
化
や
無
観
客
を

含
め
、
運
営
方
法
を
検
討
し
、

万
全
の
競
技
準
備
を
進
め
る
。

本会議の映像を
配信しています
　一般質問などの
本会議の様子がご
覧いただけるよう、
録画映像をイン
ターネットで配信
しています。
　市議会ホーム
ページのトップ画
面「議会中継」ま
たはQRコードか
らご覧ください。
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常　任　委　員　会
　12月定例会議において、４つの常任委員会が開かれ、本会議で付託された議案および請願の
審査を行いました。各常任委員会に付託された議案の中から主な内容をお知らせします。

◆ふるさと納税促進事業費
　今年度は応援メニューのリニューアルやメディ
アなどへの PRを強化
したことなどにより、
昨年度の約２倍となる
３億円の寄附が見込ま
れる。
　そのため、返礼品代
などに要する経費を追
加する。
◆福島市部設置条例の一部改正
　頻発する自然災害や新型コロナウイルス感染症
対策などへの対応として、危機管理部門を市長直
轄として位置づけ、危機事象への迅速かつ的確な
対応を図る。
　政策調整部の地域協働課は今後、市民との共創
によるまちづくりを推進していくため「地域共創
課」へ名称を変更する。
　また、組織簡素化のため、市長室を廃止し、秘
書課は総務部へ移管する。

◆福島市写真美術館条例の一部改正
　昨年度から２カ年の継続事業として復旧および
耐震補強などの再整備工事を実施している写真美
術館の再開館にあた
り、文化芸術の交流拠
点としての機能や写真
文化の振興に重きを置
いた施設であることを
明確にするため、設置
目的を改正する。
　また、建物の老朽化によりさまざまな運営上の
支障が生じている分館の市民ギャラリーを廃止
し、その機能を本館に統合する。さらに使用する
部屋に応じた利用料などを新たに定め、営利目的
での利用を認めることとする。
◆鳥獣被害対策強化事業費
　イノシシの捕獲頭数が予想を上回っていること
から、狩猟捕獲に対する助成費を150頭分追加し、
農作物への被害対策の強化を図る。

◆保育士等奨学資金貸付事業費
　将来、福島市内の認可保育施設や幼稚園におい
て保育士、幼稚園教諭などとして勤務する意思の
ある方に対して奨学資金を貸し付ける保育士等奨
学資金について、希望者の増加が見込まれること
から追加し、さらなる保育士などの確保を図る。

◆オンライン家庭学習支援事業費
　令和３年度新学期からスタートする、１人１台
タブレット端末を活用した授業に備え、家庭内で
使用できるインターネット契約を締結していない
児童生徒の保護者に対し、インターネット接続契
約をする際に生じる初期費用を支援する。
　令和３年４月１日に、市立小・中学校、
特別支援学校に在籍する予
定の児童生徒の保護者で、家
庭内で使用できるインター
ネットの契約をしていない
方が対象となる。

◆ごみ減量化促進対策事業費
　生活系可燃ごみの約20％を占める紙類の削減
のため、現行の資源物のうち「その他の紙製容器
包装」の収集対象を
拡大し、「雑がみ」と
して分別収集を開始
する。
　令和３年４月から
の収集開始に向け、チ
ラシや看板などを作
成し周知広報を行う。

◆河川災害防止緊急対策事業費
　迅速かつ確実な内水排除作業を行うため、軽量
緊急排水ポンプユニットを10台導入し、浸水被
害のさらなる軽減を図る。従来のポンプと比較し
軽量であり、運搬、設置が容易となるため、これ
までに比べ運転開始までの準備時間の短縮と排水
能力の向上が可能となる。

総 務

経 済 民 生

文 教 福 祉

建 設 水 道
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～議案等の審議結果～ 結果欄：〇→原案可決、同意、認定、採択
×→原案否決、不同意、不認定、不採択

〔市長提出議案／１件〕

区分 件　　　　　　　　　　名 結果

補正予算案 福島市一般会計（第７号） 〇

各議案の概要および
資料などはQRコード
からご覧ください。10 月 20日緊急会議

〔市長提出議案／ 33件〕

区分 件　　　　　　　　　　名 結果

補正予算案
福島市一般会計（第８号、第９号）、福島市水道事業会計（第１号、第２号）、福島市下水道事業会計（第１号、
第２号）、福島市国民健康保険事業費特別会計（第３号、第４号）、福島市介護保険事業費特別会計（第３号、
第４号）、福島市後期高齢者医療事業費特別会計（第１号、第２号）、福島市工業団地整備事業費特別会計、福
島市飯坂町財産区特別会計、福島市公設地方卸売市場事業費特別会計

〇

条例改正案

福島市部設置条例

〇

福島市手数料条例

福島市古関裕而記念館条例

福島市写真美術館条例

福島市子育てのための施設等利用給付の対象となる認可外保育施設の基準を定める条例

福島市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例等

福島市火災予防条例

議会議員の議員報酬等に関する条例

市長等の給与に関する条例

福島市職員の給与に関する条例等

指定管理者
指定

福島市土湯温泉まちおこしセンター及び福島市土湯温泉観光交流センター
〇

福島市地域振興施設道の駅

その他

福島県市民交通災害共済組合規約変更

〇

訴えの提起

民事調停申立て

損害賠償の額の決定並びに和解

字の区域の変更

工事請負契約（令和２年度地域振興施設「道の駅」整備事業外構工事）

〔請願／１件〕

区分 件　　　　　　　　　　名 結果

請願 国に対し「再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める意見書」提出方について ×

12 月 定 例 会 議
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議会基本条例の取り組み状況を検証！

タブレット端末を用いたタブレット端末を用いた
議案審議を開始！議案審議を開始！

　福島市議会では平成26年４月に議会基本条例
を施行し、その目的を達成するため、さまざま
な取り組みを行い、その施行状況を毎年検証し
ています。

 検証内容
基本条例の３つの基本方針
❶市民に開かれた議会
❷議員間の自由闊達な議論・討議を行う議会
❸政策立案や政策提言を積極的に行う議会
に基づく取り組みを中心とした15項目

 検証方法
　各会派で会派評価を行った後、総合評価
として議会改革検討会において評価および
今後の取り組み方針を協議、決定

　今後も議会基本条例の理念のもと、議会のあ
り方および諸課題について検討し、市民の皆さ
まに分かりやすく開かれた議会を目指します。

　12月定例会議より、議員や執行部説明
員などがタブレット端末を使用して議案
審議を行いました。
　初めての試みとなる今回の定例会議は、
紙の資料も併用しましたが、今後もタブ
レット端末の活用により、ペーパーレス
化や議会の ICT化を図り、効率的な議会
運営を推進します。

 市民に分かりやすい言葉・表現の方法を
用いた議会運営、市民参加の推進、市長
などに対する政策提言などの11項目
➡このまま推進すべき（Ａ評価）

 本会議・委員会での議員間の自由討議
➡制度の共有化を図り、必要に応じて的

確に課題や対象を捉え、制度の活用を
検討すべき（Ｂ評価）

 議案などに対する議員個人の賛否の公表、
政策討論会の開催、積極的な政策立案の
３項目
➡実施に至らなかったため、今後制度の

活用などを検討すべき（Ｃ評価）

　12月15日の本会議で、これまでの調査結果
に基づく委員長報告を行いました。

  主な内容  
①議場について

　より市民に親しまれる議場とするため、市民席
ともいえる傍聴席と対面する位置にも演台を設置
し、傍聴席を含めた議場全体に向かって発言でき
るようにすべき

②傍聴席について
　より多くの方に傍聴いただけるよう、ICT 機器
などの新たな技術を積極的に活用し、障害のある
方などさまざまな方が利用しやすい環境を整備す
べき

③委員会室について
　インターネットなどを用いて、来場しなくても
傍聴いただけるよう、本会議と同様に委員会も映
像・音声の配信が可能な整備をすべき

　各項目ごとの評価や今後の
取り組み方針、各会派の会派
評価などの詳しい内容はQR
コードからご覧ください。

※調査は今後も継続します。
委員長報告の全文はQRコードから
ご覧ください。

新庁舎西棟建設調査特別委員会

議場での議案審議の様子

今後の取り組み方針（検証結果）
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◆ 市議会広報に関するご意見をお寄せください。
　〒960−8601　福島市五老内町３番１号
　電話 024−525−3776
　FAX 024−534−2520
　福島市議会 広報委員会あて
◆市議会ホームページをご覧ください。
　 http://www.city.fukushima.fukushima.

jp/gi-soumu/shise/shigikai/
発行：福島市議会　　編集：広報委員会

令和２年秋季議会報告会・意見交換会を開催しました

　議会基本条例に基づき、議会活動や市政に関する情報を市民の皆さまと共有し、あわせて市政全般
について意見を交換するため、毎年春と秋に議会報告会と意見交換会を開催しています。

●開催場所・参加人数‥表紙をご覧ください。
●第１部　議会報告会‥�令和元年12月定例会議から令和２年10月20日緊急会議までの期間における

議案審査の内容、所管事務調査や特別委員会の調査の報告について、各委員
会に所属する議員から報告しました。

●第２部　意見交換会‥テーマを設けず、自由に意見を交換しました。

　発言いただいたご意見は、議員全員で共有するとともに、今後
の議会活動にいかしてまいります。
　参加いただいた市民の皆さま、誠にありがとうございました。
　議会報告会・意見交換会の詳しい内容・結果は
QRコードからご覧ください。
　次回の開催については、市議会だより、
市議会ホームページなどでお知らせします。

◆本会議は、通常午前10時から開会予定です。
◆ ３月定例会議で審議する請願・陳情の締め切り

は、３月２日㈫午前11時です。
◆日程、開会時間は変更になる場合があります。
　 詳しくは、議会事務局（☎525−3776）まで 

お問い合わせください。

～意見交換会でのご意見の一部をご紹介します～
★�小中学校において、教員が ICT 化の対応に追い付いていない
こともある。ハード面とともにソフト面のサポートも必要では。
★ごみ減量の対策がうまくいっていないのでは。残念だ。
★新まちなか広場は若者の交流の場として大変期待している。
★�道路沿いに耕作放棄地があり、交通安全上からも、安全安心の
観点からも問題では。

３月定例会議開催予定（３月１日〜３月25日）
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
本会議
（定例日）

休　会
（議案調査）

本会議
（代表質問）

7 8 9 10 11 12 13
本会議

（代表質問）
本会議

（代表・一般）
本会議

（一般質問）

議会運営委員会 委員会

14 15 16 17 18 19 20

委員会 議会運営委員会 常任委員会 （
春
分
の
日
）

本会議 予算特別委員会（分科会）
予算特別委員会
（全体会） 議会運営委員会

21 22 23 24 25 26 27

常任委員会 予算特別委員会
（全体会）

休　会
（事務整理）議会運営委員会

予算特別委員会
（分科会）

本会議
（採決等）

市議会の HP は
QR コードから
ご覧ください。


